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，た

.

.

「

プ
ラ
ン
ス
經
濟
的
國
家
主
義」

は
、
そ
•の
後
こ
れ
に 

.

對
ず
る
反
動
と

.

し
て
良
由
主
義
的
諸
論
策
を
主
張
せ
る
：フ
：ィ
'ジ
オ
ク
ラ
ア

..
^

の
ヤ 

ン
シ
ャ
ン

*

レ

ジ

ィ

ム(anden .̂gime> 

.:

の

末

期

に

は

フ

.
ィ

ジ

オ

グ

ー

ア

シ

ィ

を

信

奉

せ

：
ス

氣

治

家

.
に.-
^

る

.フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

シ

ィ

理

論

の

實

踐

化

の

... 

- 

. 

.

努

力

を

も

見

る

に

至

っ

,̂
が

、

然

も

、

.
奢

者

：
の

.
云

、
ふ

が

^
と

く

、

「

諸

改

革

を

實

現

せ

ん

と

す

.
る

自

由

放

任

學

派

の

努

力

は

第

十

八

世

紀
 

b
プ

一

フ

シ

ス

.に

お

い

て

美

事

に

成

就

す

る

と

と

ば

な

か

っ

た

。

」

即

ち

、

纏

て

、

フ
ー
フ

.
ン

ス

革

.
命

の

前

夜

に

は「

干

渉

主

義」

へ

の

傾

向

が

.

熾
烈
士
な
る
に
至
っ
衣
の
で
あ
る
。

：
.
. 

：：.：..：

，
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而
し
て
、
マ
ー

，カ
ン
チ
リ
ズ
ム
と

X

も
に
、
國
民
的
感
情
は
昂
揚
せ
ら
れ
た
が
、，著
者
は

"

し一.

七
.八
九
年
以
前
に
お
け
る
國
民
的
感 

情
を
以

.
•て
主
と
し
て「

知
識
階
級J

に
限
定
せ
ら
れ

.

た̂
.

毛
0

.

と
怒
し̂

.

フ.

才
.

ン
ス
萆̂

.
シ

エ

パ

ゲ

广

‘
バ
シ
メ
ロ
フ

^
ク

ロ

ゥ

箸

”
フ

ラ

ン

ス

國

段

紙

濟

史

へ

ー
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八

九

年

一

ー

九

三

九

年
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七

八

舍

丄

九
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九
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四
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•
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八
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大

實

醫
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た
る
為
で
も

I

た

。
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'
f

、
華

覆

及
f

ギ

含

,

.

ラ
シ
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民
主
義
的
經
濟
政
策
迄
け

I

潮

.
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と
こ
ろ
で
：.

フ
ラ
ン
，

.

お
げ
：る「

S

的
國
家
主

_

」

は
，
對
外
的

8

主
と
し
そ̂

^

力

■

ゎ
け
て
も
王
政
復
古
期
並
變
宥
王
朝
下
忘

^
 ̂

て
行
は
I

>
.然
も

 

一
■
 

ノ

/
〇

年

藝

英

通

商

條

豹

'0
締

結

せ

ら

る

、
ま

.：で
殆
ん

.ど

何

等

の

變

更

を

見

，
る

匕

と

が

，
な

か

つ

た

の

で

.ぁ

.る

0 

:

.

か

く

て

諸

國

家

間

に

#

け

る

財

貨

の

.
自

由

交

易

を

以

て

フ

ニ

フ

ン

'ス

：
の.採
今
へ
き
最
善
の
政
策
な
り
と
信
じ
た
る
，

'ミ
シ
エ
レ
.
•
シ

ュ

. 

ヴ

.ァ
リ

H

 

(

M

l

 

c
h

i
e

r
)

の

響

を

容

れ

た

ナ

ポ

レ

オ

ン

I

の

農

主

義

的

政

策

は

、

.
多

ふ

遺

家

の

反

對

す

る

き

ろ

 

と

f

.
 

I

I

た

と

れ

を

承

認

し

：
な

.
か

つ

た

の

I

る

が

、.「

勅

令

，

にI

て

次

第

に

露

せ

ら

れ
、

こ

1

に

、

一

八

五

一

一

年

以

來
各
讓
I

I

婁

易
論
皇
張
し
き
た
れ
：る
t

 

f
リ

.

g

l

は

.、
遂

達

九

-
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公
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霧

せ

し

む

言
i

て.

，
I

I

I

時
比
較
的
■

關
I

策
を
と
る̂

い
.た
つ
^

の
、
で

あ

今

：
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し

力

し

な

力

ら

..周
知
の
ご
：と

く

1
八
七
〇
年
普
佛
戰
爭
に
お

_け
る
フ

.ラ
ン
ス
の
敗
戰
と
、
も
に
々

.國
民
的
愛
國
主
義
は
激
化
し
、
 

ま

た

I

A

七
三
年
の
不
況

$

も

|

れ

.
る

經

濟

的

掘

家

主

義

は

纏

塞

^

下
に
.お
け
る
保
護
賓
％
馨

の

總

帥

た

る

テ

ィ

-
1

ル

C

T

I

5

の
大
統
領
就

住

と

、
も

忙

警

强

化

せ

ら

备

、

に

I

I

一

.

.'

,
.

:

.

.

.

.

.

い

.
'
'
.
'
'
.
.
'
■ 

..パ

.

'

'

：

'

パ

..
 

V
.
.
.
.
-
'
-
.
-
.
'
.
:

t
lf
f

<
#

で
l
る
'0
'
而
b;
で.
ま
だ
、
'..
こ
れ
ら
の.
趨
勢
は
大
戰
後
/1

膨
激
化
し.
、.
1九
！
ニ
：
九

年
;(
0;
.世

-#
恐
慌
^
ふ

.4
に
外
貨
輸
人
制
膨
を
目
的
と
せ 

る「

割
當
^
度」

?
§
ta system

)..

の
採
用
を
£ :
る.
に
至
つ
.̂

こ.
と
は
周
知.
の.
こ
と
に
歸
才
る
で
あ
ら
う
。..

か

や

う

に

みV

く

る

な

ら

ば

、
-，
フ
ラ
：ン
ス
に
.お
け
る
'國

民

經

濟

の

成

立

以

來

、
' 今
日
に
至
る
逛
の
間
に
お
い
て
、
國

際

主

自

由
 

貿

易

政

策

の

採

ら

れ

た

诗

代

は

極

め

て

短

期

调

で

备

り

、

爾

餘

は

殆

ん

ど

皆

'な

是

れ

國

民

主

義

的

保

護

政

策

の

時

代

で

あ

つ
た

と

い

つ

 

て

も

決

し

て

過

言

で

.は

な

い

。
.
然

も

、

著

者

に

よ

れ

ば

、「

自

國

資

源

の

發

展

、
'市

場

の

擴

張

'

輸

送

手

段

の

整

備

及

W
新

工

業

の

設

立 

等

.に

お

け

る

國

家

的

援

叻

は

、

そ
.の
：現

在

の

坐

產

カ

に

ま

で

得

蜜

せ

る

'フ
：ラ

ン

ス

の

.步

み

を

促

進

し

た

る

の

觀

が

あ

る」

。
固

よ

り

、

こ 

れ

て

身

し

て

、「

进

典

的

‘理

論

家

は

、
.經

濟

學

上

の

自

財

法

則

に

し

て

，若

し

も

何

等

'の

障

礙

な

く

'作

用

す

る

々

許

さ

れ

た

な

ら

ば

、

フ
ラ 

ン
ス
.に

ョ

リ

大

な

：る

繁

榮

を

す

.ら

.齎

レ

龙

^

あ

ら

5 -
'
と

主

.張

す

る」

。
し

か

し

玟

が

ら

、

著

者

を

以

セ

觀

れ

ば

、「

そ

れ

は

眞

實

で

あ

る

か 

も

知

れ

な

い

タ

だ

が

、

そ

れ

は

單

£

片

0
假

說

：た
る
'に

す

ぎ

ぬ」

ど
.い
ふ
の
で

.;i
>
る
。
"

■

.

' 

■か
<

c
、
.著

者

は

>

そ

.の

电

的

硏

究

^

澈

し

て

、

フ
■ラ

ダ

ス

經

濟

政

策

上

に

お

け

る

、
.自

由

か

、
.保

護

か

.、

の

理

論

_

爭

は

と

も

か 

く

と

し

て

、
：そ

の

現

實

政

策

灰

に

お

.け

：る

國

民

主

_

的

保

護

生

義

的

政

策

办

勝

利

に

承

認

を

與

へ

且

つ

そ

の

：
フ
ー
フ
ン
ス
經
濟
に
繁
榮
と 

安

定

と

を

確

故

し

.ま

た

そ

'の

財

貨

生

產

に

# -
-
樣

性

5 :
-
賦

與

尤

る

等

ゼ

效

氣

を

種

々

.

.
石̂

角

度

よ

り

カ

說

し

つ

\

同

國

今

後

の

經

濟 

*

策
の
；動

向

に

對

し

て

重

大

な

る

示

唆

を

興

へ

て

ゐ

：る

の

で

あ

る

。
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果

し

.て
今
後
，フ

ラ

ン

ス

は

如

何

な

る

社

^

經

濟

的

體

制

を

と

ら

ん

：と

す

る

の

‘で
^

る

が

。

一
八
七
^

年

の

敗

戰

後

に

示

さ

れ

た

る

燃 

.ゆ

る

が

：ご』

き

敵

愾

心

、
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烈

な

.る
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國

心

ば

'

能

く

經

骑

的

國

家

主

義
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俟

つ
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の
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に

て
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イ
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を

擊

破

し

う
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る

素
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歡

し
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ハ

今

次

犬

戰
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し

餘
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に

も

呆
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な
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に

す

ぞ
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敗
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憂

き
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を

見

戈

フ

ラ

シ
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は
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後

果

し

て

ど

の
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教
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を

衆
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で
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で

あ
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本
書
の
主
題
は
汰
革
命
以
前
に
於
け
る
佛
蘭
商
思
想
の

.一

部
を
形
成
す
る
も
の
.で
あ
る
が
、
而
も
此
の
著
は
敎
義
的
に
は
吾
人
が
本 

誌

昭

和

士

ー

ー

年

十

一

月

饕

第

三

十

一

5
第
十
一
號
；>

に
於
い
て
紹
介
せ
る
同
一
著
者
の

'

一
千
九
百
三
十
八
年
の
著『

第
十
三
世
紀
ょ
り 

第
十
八
世
紀
中
葉
に
至
る
初
期
英
國
經
濟
學』

の
續
篇
で
あ
つ
て
、
是
れ
等
の
兩
卷
は
互
に相
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
と
著
者
は
述
べ 

て
ゐ
る

o

 

C
M

v
B

e
e

r
,

>
n

 

I
n

q
u

i
r

y

 

i
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c
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a
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y
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1
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3
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'
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5

- 0

著
者
の
所
貢
の
如
く
、
是
れ
迄
重
農
主
義
を
主
題
と
せ

る
英
米
經
濟
書
の
存
在
頗
る
寥
々
た
る
の
事
實
は
吾
人
を
し
セ
意
外
か
‘

感
を
懷
か
し
む

+

る
も
の
が
あ
る
。

一
千
八
百
九
十
七
年
に
出
版 

せ
ら
れ
た
へ
シ
リ

I

f

ヒ
ッ
グ
ス
の『

重
農
主
義
者』
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0を
除
>
 
て
は
、
：之
れ
を
主
題
と
せ
る
單
行€
|
篇
は
：一
づ
も
存
す
る
と
と
が
な
い
？
然
も
、.
本
書
の
著
者
を
以
っ
て 

被
れ
ば
、
匕.
ッ
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